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MANABI NO HIROBA

■
今
回
の
一
押
し
図
書 

▽
「
森
吉
山
の
花
図
鑑
」 

　
田
中 

誠
／
著
　
無
明
舎
出
版 

　
秋
田
市
在
住
で
森
吉
山「
山
の
案
内
人
」な
ど
を
務
め

る
著
者
に
よ
る
森
吉
山
地
域
の
花
・
樹
木
・
キ
ノ
コ
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
。シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、チ
ン
グ
ル
マ
な
ど
１
５

０
種
を
超
え
る
植
物
や
キ
ノ
コ
の
季
節
感
豊
か
な
写
真

が
、
わ
か
り
や
す
い
解
説
付
き
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
度
は
実
物
に
出
会
っ
て
み
た
い
、
そ
ん
な
気
分
に

さ
せ
る
お
奨
め
の
一
冊
で
す
。 

■
新
し
く
入
っ
た
本 

▽
「
エ
ル
マ
ー
と
16
ぴ
き
の
り
ゅ
う
」 

　
ル
ー
ス
・
ス
タ
イ
ル
ス
・
ガ
ネ
ッ
ト
／
著
　
福
音
館
書
店 

　
大
好
評
だ
っ
た
「
エ
ル
マ
ー
の
ぼ
う
け
ん
」
「
エ
ル

マ
ー
と
り
ゅ
う
」
に
続
く
三
冊
目
。
児
童
文
学
の
歴
史

に
長
く
残
る
こ
の
本
は
、
子
ど
も
た
ち
の
経
験
を
豊
か

に
し
、
夢
を
大
き
く
広
げ
ま
す
。 

▽
「
14
歳
千
原
ジ
ュ
ニ
ア
」
　 

　
千
原
ジ
ュ
ニ
ア
／
著
　
講
談
社 

　
お
笑
い
コ
ン
ビ
の
千
原
兄
弟
が
、
少
年
時
代
を
も
と
に

独
特
の
感
性
と
鋭
い
人
間
観
察
で
描
い
た
自
伝
的
小
説
。 

▽
「
お
ま
け
の
こ
」 

　
畠
中 

恵
／
著
　
新
潮
社 

　
「
し
ゃ
ば
け
」
シ
リ
ー
ズ
第
４
弾
。
身
体
は
弱
い
が

知
恵
に
溢
れ
る
若
だ
ん
な
と
、
頼
れ
る
わ
り
に
ち
ょ
っ

と
ト
ボ
ケ
た
お
化
け
た
ち
の
愉
快
な
人
情
妖
怪
推
理
帖
。  

▽
「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
沈
黙
」 

　
海
堂 

尊
／
著
　
宝
島
社 

　
第
４
回
『
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご
い
！
』
大
賞
受
賞
作
。

フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
メ
デ
ィ
カ
ル
（
医
療
）
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
。 

■
是
非
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
本
（
寄
贈
） 

▽
「
田
舎
の
う
さ
ぎ
」 

　
伊
藤
朋
子
／
著
　
新
風
舎 

　
鷹
巣
中
学
校
に
短
期
の
臨
時
講
師
と
し
て
赴
任
し
た

著
者
（
当
時
24
歳
）
の
、
学
校
を
中
心
と
し
た
日
々
の

暮
ら
し
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
田
舎
」
で
の
初
め
て

の
一
人
暮
ら
し
。
生
徒
や
周
囲
の
先
生
方
、
地
域
の
人
々

の
ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
著
者
自
身
が
学
び
、
感
動
し
た

こ
と
が
素
直
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

　
当
時
の
先
生
た
ち
や
思
い
出
の
場
所
が
実
名
で
登
場
、

読
み
終
わ
る
頃
に
は
、
読
者
が
す
っ
か
り
「
伊
藤
先
生
」

に
な
り
き
っ
て
い
る
？
不
思
議
な
一
冊
で
す
。 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

　
阿
仁
公
民
館
　
82-

２
２
２
０ 

　
今
回
は
、
阿
仁
公
民
館
の
図
書
室
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
北
秋
田

市
で
一
番
小
さ
な
図
書
館
（
室
）
で
す
が
、
児
童
生
徒
か
ら
80
代

の
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
も
幅
広
く

新
刊
図
書
を
取
り
そ
ろ
え
ま
し
た
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

図書館
図書室
INFOMATION

これからも会員一丸となって

鷹巣地区婦人学級連絡協議会 

土づくりにさわやかな汗

阿仁公民館短期講座 

地
域
の
文
化
財
を
守
ろ
う

市
民
有
志
が
「
長
岐
邸
」
の
清
掃
活
動 

学びあい、豊かな人生を

合川公民館「合川ことぶき大学入学式」 

　平成１９年度北

秋田市鷹巣地区婦

人学級連絡協議会

（寺田栄子会長）

の総会が４月２７日、

市中央公民館で開催

されました。 

　鷹巣地区には１６の婦人学

級があり、３１８人の皆さんが身近なテーマで学習活

動に取り組んでいます。 

　総会では、移動研修、ふるさと餅っ子まつりへの参

加、市文化祭行事、婦人芸能祭、子育て支援へのボラ

ンティア活動などの事業計画が承認されました。 

　続く懇親会では、みんなで歌の斉唱や会員による芸

能発表も披露され、笑いも飛び交う大変楽しい時

間を過ごしました。 

 

▼ 

　 
▼ 

▼ 

　「プランター・花壇の土づくりと寄せ植え」の講

習会が５月１０日開かれ、１８人の参加者が熱心に

受講しました。 

　講師は、北秋田市川井で花づくりをされている加

藤由美子さん。はじめに、材料にはそれぞれの特性

があり、組み合わせることによって良い培養土を作

ることが出来ることなどの基本を学びました。次に

実際に自分たちで腐葉土や他の材料等の土合わせを

行い、各自好みの花の植え付けをしました。参加者

の関心も高く、花を長く楽しむための土づくり第一

歩が順調にスタートしました。 

　合川ことぶき大学入学式が５月１０日、合川農村

環境改善センターで行われ、新入生６名を含む、９２

人の学生が勉学への決意を新たにしました。 

　合川ことぶき大学は、生きがいを見い出し、親し

まれる人生を送るために学び合うことを目的として、

昭和５２年に開設されました。一期卒業までの修業

期間は２年。今回で１６期を迎えました。 

　式では、新入生代表として、畠山誠一郎さんが「歴

史あることぶき大学生として精一杯励みたい」と決

意の言葉を述べ、学生達は生涯にわたる学習を誓い

合いました。 

　式に続き、先進的な会社経営に取り組んでいる㈲

栄物産社長・藤嶋佐久栄さんの講話「人生七転び八

起き」を聴講し、藤嶋さんの波乱万丈の人生と、何

事も諦めないチャレンジ精神に感銘を受けました。 

 

市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
る
七
日
市
「
長
岐
邸
」

で
４
月
27
日
、
市
民
有
志
に
よ
る
清
掃
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
枯
れ
木
や
枯
葉
の
除
去
、
歩
道
の
泥
よ

せ
や
草
取
り
、
土
ぼ
こ
り
で
汚
れ
た
内
部
の
ぞ
う
き

ん
が
け
な
ど
半
年
ぶ
り
の
大
掃
除
と
な
り
ま
し
た
。 

　
西
暦
１
８
３
０
年
以
来
の
歴
史
を
持
つ
長
岐
邸
は
、

道
路
に
近
い
部
分
を
中
心
に
当
時
の
た
た
ず
ま
い
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
が
、
屋
根
や
板
壁
な
ど
の
い
た

み
が
は
げ
し
く

土
ぼ
こ
り
の
進

入
や
雨
も
り
の

発
生
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
４
月
の
下
旬

と
は
い
え
ま
だ

気
温
の
低
い
な
か
、

関
係
者
は
歴
史

深
い
文
化
財
の

清
掃
に
一
生
懸

命
取
り
組
み
、

見
学
者
が
多
く

訪
れ
る
こ
れ
か

ら
の
シ
ー
ズ
ン

に
備
え
ま
し
た
。 

 

　
市
指
定
文
化
財
長
岐
邸
の
清
掃

活
動
に
精
を
出
す
有
志
の
皆
さ
ん
。 

▲ 

　
講
師
の
指
導
で
花
壇
の
土
作
り

の
コ
ツ
を
学
ん
だ
短
期
講
座 

　
勉
学
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た

合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
入
学
式 

　
会
員
に
よ
る
芸
能
発
表
な
ど
で

親
睦
を
深
め
た
婦
学
連
の
総
会 

北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 
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